
～晴天の中、雪遊び～
　２月18日、小国小学校グラウンドで、杉沢スノーライダースちょす
べ（佐藤一也代表）主催の「おぐにスノートレック」が行われました。
親子連れなど約40人が参加し、スノーモービルの乗車体験やボート、
バナナボートで楽しく遊んでいました。
　バナナボートがスノーモービルに引かれてスピードが上がると、子
どもたちの大きな歓声が会場中に響きわたりました。
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で
の
取
り
組
み
を
継
承
し
な
が
ら
、

町
独
自
で
小
中
高
一
貫
教
育
の
取

り
組
み
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

小
国
高
校
に
お
い
て
も
、
一
貫

教
育
の
柱
で
あ
る
、
地
域
学
習
と

キ
ャ
リ
ア
教
育
を
行
う
「
白
い
森

学
習
」
や
英
会
話
と
情
報
活
用
な

ど
の
学
習
を
行
う
「
国
際
・
情
報
」

な
ど
を
継
続
的
に
実
践
し
、
変
化

の
激
し
い
こ
れ
か
ら
の
社
会
を
生

き
抜
く
た
め
に
必
要
な
人
間
力
の

育
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

◇
地
域
文
化
学

　

地
域
の
人
材
・
自
然
・
文
化
な

ど
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
郷
土
を

愛
す
る
心
を
育
て
る
こ
と
を
目
指

し
、
１
年
生
を
対
象
に
県
内
外
の

大
学
と
連
携
し
、
講
師
を
招
い
て

地
域
の
こ
と
に
つ
い
て
知
識
を
深

め
て
い
く
「
地
域
文
化
学
」
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　

地
域
文
化
学
で
は
、
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
個
別
の
研
究
テ
ー
マ
を

設
定
し
、
年
間
を
通
し
て
大
学
教

授
等
か
ら
直
接
指
導
を
し
て
い
た

だ
き
な
が
ら
研
究
を
進
め
て
い
ま

す
。
今
年
度
は
、
５
人
の
先
生
か

ら
指
導
を
い
た
だ
き
、
町
の
伝
統

工
芸
や
食
品
開
発
、
昔
物
語
な
ど

け
る
継
続
的
な
教
育
が
行
わ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
と
と
も
に
、
地
域

の
特
色
を
生
か
し
た
多
彩
な
教
育

を
展
開
し
て
い
ま
す
。

地
域
と
共
に
歩
む
学
校

　
　

～
小
国
高
校
の
特
色
あ
る
教
育
～

り
、
翌
29
年
４
月
に
は
定
時
制
が

廃
止
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
昭
和

33
年
４
月
に
は
林
業
科
が
設
置
さ

れ
る
な
ど
、
時
代
ニ
ー
ズ
に
柔
軟

に
対
応
し
、
多
く
の
卒
業
生
を
輩

出
し
て
き
ま
し
た
。

　

平
成
10
年
10
月
に
県
か
ら
中
高

一
貫
教
育
実
践
研
究
協
力
校
の
指

定
を
受
け
た
こ
と
か
ら
始
ま
り
、

平
成
13
年
４
月
に
は
小
学
校
を
含

め
て
文
部
科
学
省
か
ら
小
中
高
一

貫
教
育
実
践
研
究
開
発
学
校
と
し

て
指
定
さ
れ
、
小
・
中
・
高
に
お

　

昭
和
23
年
４
月
に
定
時
制
高
校

と
し
て
、
普
通
科
の
ほ
か
に
農
業

科
や
家
庭
科
の
３
課
程
の
山
形
県

立
小
国
高
等
学
校
が
設
立
さ
れ
ま

し
た
。

　

そ
れ
ま
で
小
国
の
子
ど
も
た
ち

は
、
高
校
に
進
学
す
る
た
め
に
は

他
の
地
域
に
行
く
こ
と
を
余
儀
な

く
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
昭
和
28
年

に
は
全
日
制
普
通
科
が
併
設
と
な

　

全
国
的
に
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
が
進
行
す
る
中
、
高
校
の
募
集
定
員
の
削
減
や
学
校
の
統
合
な

ど
高
校
を
取
り
巻
く
環
境
は
変
化
し
て
き
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
中
、
本
町
で
唯
一
の
県
立
高
校
で
あ

る
小
国
高
校
も
生
徒
数
が
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

小
国
高
校
は
、
他
地
域
か
ら
の
通
学
者
を
受
け
入
れ
る
た
め
の
地
理
的
条
件
に
は
恵
ま
れ
て
い
ま
せ

ん
が
、
他
の
高
校
に
は
な
い
特
色
あ
る
教
育
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
中
、
昨
年
11
月
に
は
地
域

住
民
、
企
業
、
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
高
校
を
支
援
す
る
た
め
「
山
形
県
立
小
国
高
等
学
校
を
支
援
す

る
会
」
が
企
業
や
関
係
団
体
の
有
志
に
よ
り
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
月
は
、
小
国
高
校
で
行
わ
れ
て
い
る
特
色
あ
る
教
育
に
つ
い
て
紹
介
し
な
が
ら
、
今
後
の
小
国
高

校
の
支
援
の
在
り
方
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

小
国
高
校
の
誕
生

  

特
色
あ
る
教
育

　

小
国
町
で
は
平
成
13
年
度
か
ら

６
年
間
文
部
科
学
省
の
指
定
を
受

け
、
小
中
高
一
貫
教
育
の
研
究
と

実
践
に
取
り
組
み
、
指
定
が
終
了

し
た
平
成
19
年
度
以
降
も
そ
れ
ま
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多
岐
に
わ
た
っ
た
学
習
に
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
小
国
高
校
で
は
、
平
成
18

年
に
山
形
大
学
工
学
部
と
研
究
活

動
に
関
す
る
協
定
を
締
結
し
、
以

降
毎
年
夏
休
み
を
利
用
し
て
、
大

学
生
と
一
緒
に
活
動
を
行
う
な
ど

共
同
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

大
学
等
と
の
連
携
に
よ
り
、
小
国

町
だ
け
で
な
く
、
山
形
県
・
全
国

各
地
・
海
外
な
ど
他
地
域
と
比
較

す
る
こ
と
で
、
も
の
を
見
る
視
野

を
広
げ
、
新
た
な
価
値
観
の
創
造

に
つ
な
げ
た
り
、
専
門
的
な
ア
プ

ロ
ー
チ
に
よ
っ
て
郷
土
の
自
然
環

境
や
文
化
に
対
す
る
よ
り
深
い
理

解
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
り
、
よ

り
高
度
な
大
学
の
研
究
を
経
験
す

る
こ
と
で
、
大
学
へ
の
興
味
関
心

や
理
解
を
高
め
る
な
ど
の
効
果
を

も
た
ら
し
て
い
ま
す
。

◇
国
際
理
解
教
育

　

近
年
、
社
会
経
済
や
文
化
な
ど

の
様
々
な
面
で
国
際
化
が
急
速
に

進
展
し
、
異
な
る
文
化
を
持
っ
た

人
々
と
共
に
生
き
る
態
度
や
積
極

的
に
自
己
を
表
現
し
よ
う
と
す
る

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
備

え
る
こ
と
が
重
要
に
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。
小
国
高
校
で
は
、
各
学

年
に
お
け
る
段
階
的
な
国
際
教
育

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

１
年
時
に
は
、
英
国
文
化
体
験

が
で
き
る
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ヒ
ル

ズ
（
福
島
県
）
へ
の
英
会
話
宿
泊

研
修
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
こ

で
は
、
英
国
の
生
活
体
験
を
す
る

こ
と
が
で
き
、
食
事
や
遊
技
場
、

買
い
物
等
さ
ま
ざ
ま
な
機
能
が
備

え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
ス
タ
ッ
フ

は
全
員
が
外
国
人
の
た
め
、
生
活

を
す
る
た
め
に
は
英
語
を
使
う
必

研究テーマと指導いただいた講師の先生

地域資源をデザインする～体験からアイディアへ～
山形大学地域教育文化学部　准教授　齋藤  学  氏
ヤマウコギのポリフェノールを利用した食品開発
山形大学工学部大学院理工学研究科　名誉教授　尾形  健明  氏
昔物語の発祥地を巡る
東北文教大学短期大学部総合文化学科　特任教授　菊地  和博  氏

「oguu」制作～小国の伝統を今にアレンジ～
東北公益文化大学公益学部　教授　呉  尚浩  氏
幼児の遊び～手作り紙芝居を通して幼児と触れ合う～
羽陽学園短期大学専攻科福祉専攻　教授　柏倉  弘和  氏
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要
が
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
施
設

で
の
生
活
体
験
や
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
て
の
レ
ッ
ス
ン
な
ど
を
通
し

て
、
英
会
話
を
身
近
に
感
じ
る
と

と
も
に
日
本
と
海
外
文
化
と
の
違

い
な
ど
に
つ
い
て
学
習
を
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
２
年
時
に
は
小
国
高
校

の
特
徴
で
も
あ
る
ア
メ
リ
カ
ロ
サ

ン
ゼ
ル
ス
へ
の
修
学
旅
行
を
行
っ

て
い
ま
す
。
１
年
時
に
積
み
重
ね

た
英
会
話
学
習
の
成
果
を
本
場
ア

メ
リ
カ
に
行
き
、
自
ら
の
力
で
挑

戦
・
経
験
す
る
こ
と
で
、
国
際
理

解
や
英
会
話
の
重
要
性
を
認
識
す

る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
修

学
旅
行
で
は
、
現
地
に
あ
る
ベ
ニ

ス
高
校
と
の
交
流
会
が
行
わ
れ
ま

す
。
ア
メ
リ
カ
の
高
校
生
と
交
流

す
る
中
で
、
英
語
で
相
手
に
思
い

を
伝
え
る
難
し
さ
を
感
じ
、
英
会

話
の
必
要
性
を
認
識
す
る
と
と
も

に
、
異
文
化
を
経
験
す
る
こ
と
で

価
値
観
を
広
げ
、
国
際
感
覚
を
養

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
３
年
時
に
は
修
学
旅

行
で
の
体
験
を
さ
ら
に
深
め
る
た

め
、
希
望
者
に
よ
る
短
期
留
学
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
留
学
先
の
コ

ロ
ラ
ド
州
デ
ン
バ
ー
で
は
、
ホ
ス

　

昨
年
４
月
に
赴
任
し
た
小
国
高

校
の
柿
﨑
悦
子
校
長
に
話
を
伺
い

ま
し
た
。

　
「
小
国
高
校
で
は
、
生
徒
一
人
ひ

と
り
が
活
躍
す
る
場
面
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。
小
規
模
校
で
あ
る

か
ら
こ
そ
、
生
徒
会
活
動
や
地
域

行
事
へ
の
参
加
な
ど
生
徒
一
人
ひ

と
り
が
さ
ま
ざ
ま
な
役
割
を
担
っ

て
い
ま
す
。
生
徒
に
は
何
事
に
も

挑
戦
す
る
生
徒
に
な
っ
て
ほ
し
い

と
言
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
自

分
と
は
違
う
領
域
に
入
る
と
い
う

こ
と
を
意
味
し
、
高
校
生
の
時
か

ら
大
学
に
行
っ
て
研
究
を
し
た
り

留
学
し
た
り
す
る
こ
と
は
挑
戦
で

す
。
高
校
生
活
を
通
し
て
、
自
分

の
興
味
に
気
が
付
き
、
人
生
の
タ

ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
が
見
つ
か
れ

ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
家
に
滞
在
し
な

が
ら
、
現
地
の
イ
ー
ス
ト
高
校
に

通
い
授
業
を
経
験
し
て
き
ま
す
。

今
年
度
は
、
３
月
11
日
か
ら
25
日

の
15
日
間
、
３
人
の
生
徒
が
短
期

留
学
に
行
く
予
定
で
す
。

　

こ
の
他
、
実
用
英
語
技
能
検
定

（
英
検
）
な
ど
を
受
験
す
る
生
徒
も

多
く
、
今
年
度
は
２
級
合
格
者
も

輩
出
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
国

際
理
解
を
深
め
る
教
育
の
一
環
と

し
て
県
か
ら
専
属
の
外
国
語
指
導

助
手
（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）
が
配
置
さ
れ
て

い
る
ほ
か
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
留

学
受
入
な
ど
、
高
校
生
の
時
か
ら

英
語
力
を
応
用
で
き
る
場
が
身
近

に
多
く
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

◇
情
報
教
育

　

近
年
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど

の
情
報
手
段
の
普
及
に
伴
い
、
情

報
化
社
会
が
飛
躍
的
に
進
展
し
、

今
後
さ
ら
な
る
発
展
が
想
定
さ
れ
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
等
の
情
報
機
器

を
活
用
す
る
こ
と
の
で
き
る
基
礎

的
な
能
力
や
情
報
モ
ラ
ル
な
ど
に

つ
い
て
正
し
い
知
識
を
身
に
つ
け

る
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

小
国
高
校
で
は
、
日
ご
ろ
か
ら
パ

ソ
コ
ン
な
ど
に
触
れ
る
機
会
が
多

挑
戦
す
る
生
徒
に

山形県立小国高等学校
柿﨑  悦子  校長

ば
良
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
、
町
民
や
企
業
の
方
々
に

ご
協
力
を
い
た
だ
き
ア
ン
ケ
ー
ト

を
実
施
し
た
結
果
、
小
国
高
校
に

期
待
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
し
て
、

大
学
進
学
と
地
元
企
業
に
就
職
で

き
る
人
材
の
育
成
と
い
う
こ
と
が

明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
小
国
高

校
で
は
、
通
常
の
授
業
以
外
に
放

課
後
や
夏
休
み
を
利
用
し
た
講
習

を
行
い
、
全
生
徒
が
進
学
す
る
こ

と
の
で
き
る
学
力
を
育
む
環
境
を

整
え
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
も

行
わ
れ
て
き
た
国
際
理
解
教
育
や

情
報
教
育
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
な
ど

に
力
を
入
れ
、
広
い
視
野
を
持
っ

て
地
域
の
こ
と
を
考
え
る
こ
と
の

で
き
る
生
徒
を
育
て
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
小
国
高
校
で

は
、
３
年
生
の
就
職
模
擬
面
接
の

際
に
地
元
企
業
の
方
々
に
面
接
官

を
し
て
い
た
だ
く
な
ど
、
様
々
な

く
設
定
さ
れ
て
お
り
、
情
報
教
育

を
進
め
る
と
と
も
に
、
各
種
の
パ

ソ
コ
ン
検
定
試
験
に
も
挑
戦
し
て

い
ま
す
。
毎
年
多
く
の
生
徒
が
各

種
検
定
試
験
に
合
格
し
て
お
り
、

今
年
度
は
情
報
処
理
検
定
で
１
級

合
格
者
２
人
を
輩
出
し
ま
し
た
。
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高
校
を
取
り
巻
く
環
境

　

山
形
県
で
は
、
急
速
に
進
む
少

子
高
齢
化
に
よ
っ
て
、
平
成
27
年

度
以
降
の
10
年
間
で
、
中
学
卒
業

者
数
が
約
１
７
５
０
人
減
少
す
る

と
予
想
し
て
お
り
、
社
会
変
化
に

対
応
し
た
さ
ら
な
る
高
校
教
育
改

革
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

平
成
26
年
11
月
に
「
県
立
高
校
再

編
整
備
基
本
計
画
」
を
策
定
し
ま

し
た
。
こ
の
中
で
西
置
賜
地
区
は
、

現
在
の
12
学
級
あ
る
募
集
学
級
数

を
平
成
36
年
度
に
は
10
学
級
程
度

と
す
る
「
西
置
賜
地
区
の
県
立
高

校
整
備
計
画
」
を
平
成
23
年
３
月

に
策
定
し
、
そ
れ
に
基
づ
き
、
再

編
整
備
を
進
め
る
と
し
て
い
ま
す
。

小
国
高
校
に
つ
い
て
は
近
隣
高
校

と
の
距
離
が
遠
く
、
学
校
間
連
携

が
困
難
で
あ
る
こ
と
か
ら
単
独
校

と
し
て
教
育
内
容
の
充
実
を
図
る

と
一
定
の
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

こ
う
し
た
中
で
昨
年
11
月
、
民

間
と
行
政
が
一
体
と
な
り
、
全
町

民
を
あ
げ
て
小
国
高
校
の
存
在
意

義
と
重
要
性
を
再
認
識
し
、
さ
ら

な
る
特
色
と
魅
力
に
富
ん
だ
小
国

高
校
の
教
育
環
境
づ
く
り
に
協
力
・

支
援
す
る
体
制
を
構
築
す
る
た
め

「
山
形
県
立
小
国
高
等
学
校
を
支
援

す
る
会
（
以
下
「
支
援
す
る
会
」）」

が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

支
援
す
る
会
会
長
の
安
部
昌
晴

さ
ん
（
町
原
）
は
、「
小
国
高
校

は
、
こ
れ
ま
で
６
０
０
０
人
を
超

え
る
卒
業
生
を
輩
出
し
て
い
ま
す
。

小
国
高
校
に
は
、
国
際
理
解
教
育

や
地
域
文
化
学
な
ど
他
の
学
校
に

は
な
い
特
徴
的
な
教
育
が
あ
り
ま

す
が
、
近
年
、
入
学
者
が
募
集
定

員
に
満
た
な
い
状
況
が
続
い
て
い

ま
す
。
小
国
高
校
の
現
状
や
教
育

内
容
を
町
内
外
の
多
く
の
か
た
に

知
っ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
卒

業
生
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
後
援
会
だ
け
で

な
く
町
全
体
で
小
国
高
校
を
支
援

し
て
い
く
機
運
を
高
め
る
た
め
本

会
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
今
年
度

は
準
備
期
間
と
し
て
、
来
年
度
か

ら
本
格
的
な
活
動
を
展
開
し
て
い

く
た
め
に
、
し
っ
か
り
と
準
備
を

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

高
校
の
主
役
は
、
子
ど
も
た
ち
で

次
代
を
担
う
人
材
育
成 小国高校を支援する会

安部  昌晴  会長

　

少
子
化
が
ま
す
ま
す
進
行
す
る

中
、
次
代
を
担
う
人
材
の
育
成
を

す
る
た
め
、
さ
ら
に
魅
力
あ
ふ
れ

る
学
校
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

町
で
は
、
若
者
の
意
見
や
考
え

を
ま
ち
づ
く
り
に
反
映
さ
せ
る
た

め
、
小
国
町
地
域
創
生
総
合
戦
略

策
定
懇
談
会
や
お
ぐ
に
の
未
来
を

考
え
る
会
議
（
小
国
町
次
期
総
合

セ
ン
タ
ー
整
備
基
本
計
画
策
定
に

向
け
た
町
民
に
よ
る
検
討
会
）
に

小
国
高
校
生
に
委
員
と
し
て
参
画

し
て
い
た
だ
き
な
が
ら
計
画
策
定

を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
取

り
組
み
を
通
し
て
、
先
頭
に
立
っ

て
地
域
を
盛
り
上
げ
て
い
く
若
い

人
材
の
育
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
小
国
高
校
の
さ
ら
な
る

魅
力
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
高

校
の
各
種
活
動
に
対
し
て
支
援
す

る
と
と
も
に
、
新
た
な
支
援
策
の

構
築
を
図
り
な
が
ら
、
関
係
機
関

と
連
携
し
学
校
・
地
域
・
企
業
・

行
政
が
一
体
と
な
っ
て
小
国
の
次

代
を
担
う
人
材
育
成
に
努
め
て
い

き
ま
す
。

おぐにの未来を考える会議に
小国高校生が委員として参画しています

す
。
子
ど
も
た
ち
が
何
か
を
し
よ

う
と
す
る
と
き
に
、
私
た
ち
が
そ

れ
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
く
体

制
を
整
え
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
小
国
高
校
が
地
域
の
学

校
と
し
て
、
多
く
の
方
々
に
選
ば

れ
る
よ
う
高
校
を
支
援
し
て
行
き

た
い
と
思
い
ま
す
」
と
設
立
の
経

緯
と
今
後
の
活
動
に
つ
い
て
話
し

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

場
面
で
地
域
の
方
々
に
協
力
を
い

た
だ
い
て
お
り
、
と
て
も
感
謝
し

て
い
ま
す
。」
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平
成
29
年
第
１
回
小
国
町
議
会
臨
時
会

　

平
成
29
年
第
１
回
小
国
町
議
会
臨

時
会
が
、
２
月
20
日
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
平
成
28
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
な
ど
が
審
議
さ
れ
、
原
案
の
と

お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
主
な
内
容

は
次
の
と
お
り
で
す
。

専
決
処
分
の
承
認

　

１
月
中
旬
か
ら
下
旬
に
か
け
て
の
寒

波
に
よ
り
、
町
内
各
地
で
短
期
間
に
集

中
的
な
降
雪
に
見
舞
わ
れ
、
町
民
生
活

の
維
持
と
安
全
確
保
に
向
け
て
、
雪
崩

の
未
然
防
止
対
策
等
に
必
要
な
予
算
の

確
保
に
緊
急
を
要
し
た
こ
と
か
ら
、
除

排
雪
経
費
５
０
０
０
万
円
を
追
加
す
る

補
正
予
算
の
専
決
処
分
を
１
月
30
日
に

行
い
ま
し
た
。こ
れ
に
つ
い
て
報
告
し
、

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
会
計
に３

９
０
０
万
２
千
円
を
追
加

　

一
般
会
計
で
は
、
専
決
処
分
以
降

も
断
続
的
に
続
い
た
降
雪
に
伴
い
、
不

足
が
見
込
ま
れ
る
町
道
除
排
雪
経
費
を

追
加
し
た
ほ
か
、
認
定
農
業
者
等
が
行

う
農
作
業
機
械
整
備
を
支
援
す
る
こ

と
と
し
、
合
わ
せ
て
３
９
０
０
万
２
千

円
を
追
加
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ

　
「
生
徒
会
活
動
を
通
し
て
」

３
年　

佐
藤　

大
雅　

　

私
が
生
徒
会
長
に
就
任
し
、
あ
っ

と
い
う
間
に
１
年
が
経
ち
ま
し
た
。

就
任
当
時
は
不
安
が
絶
え
ず
、
続

け
て
い
け
る
の
か
心
配
で
し
た
が
、

様
々
な
行
事
を
無
事
に
終
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
私
一
人
で
は
大
変

だ
っ
た
こ
と
も
、
生
徒
会
の
メ
ン

バ
ー
や
先
生
方
の
協
力
が
あ
っ
た
か

ら
こ
そ
乗
り
越
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

特
に
学
校
祭
で
は
、
昨
年
ま
で
と

違
っ
た
企
画
を
計
画
し
た
の
で
、
作

業
の
進
行
が
遅
れ
た
り
ハ
プ
ニ
ン
グ

も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
多
く
の

人
の
協
力
が
あ
り
、
何
と
か
当
日
に

間
に
合
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

私
は
生
徒
会
長
と
し
て
未
熟
な
と

こ
ろ
ば
か
り
で
し
た
が
、
周
り
の
人

の
支
え
に
気
付
き
、
助
け
合
う
こ
と

の
大
切
さ
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
３
年
生

が
抜
け
た
後

の
生
徒
会
の

皆
に
は
、
今
年

よ
り
も
っ
と

良
い
学
校
を

作
っ
て
い
っ

て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。

佐藤  大雅 さん

vol.6

舟山  玲奈 さん

　
「
小
国
高
校
の
思
い
出
」

３
年　

舟
山　

玲
奈　

　

高
校
３
年
間
は
、
こ
れ
ま
で
の
人

生
の
中
で
一
番
濃
く
充
実
し
た
３
年

間
で
し
た
。
な
ぜ
な
ら
、
様
々
な
こ

と
に
挑
戦
し
、
そ
こ
か
ら
多
く
の
こ

と
を
学
ん
だ
実
感
が
あ
る
か
ら
で

す
。
中
で
も
特
に
印
象
に
残
っ
て
い

る
こ
と
は
、
ア
メ
リ
カ
へ
の
短
期

留
学
で
す
。
ア
メ
リ
カ
で
、
多
様
な

人
種
、
宗
教
、
言
語
、
価
値
観
を
持

つ
人
た
ち
と
関
わ
る
こ
と
で
、
彼
ら

か
ら
た
く
さ
ん
の
刺
激
を
受
け
ま
し

た
。
そ
の
経
験
を
通
し
て
、
留
学
前

よ
り
柔
軟
な
考
え
方
、
つ
ま
り
、
物

事
を
様
々
な
視
点
か
ら
考
え
、
他
人

を
尊
重
す
る
姿
勢
を
持
つ
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
感
じ
て
い

ま
す
。
私
に
と
っ
て
こ
れ
は
大
き
な

成
長
だ
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
３

年
間
、
小
国
高
校
生
と
し
て
過
ご
す

中
で
培
っ
た
こ
と
は
、
こ
こ
に
書
き

き
れ
な
い
ほ
ど
あ
り
ま
す
。
そ
の
一

つ
一
つ
を
大
切
に
し
、
こ
れ
か
ら
も

日
々
精
進
し
て
い
き
た
い
で
す
。

り
、
補
正
後
の
同
会
計
予
算
総
額
は

64
億
５
１
３
６
万
１
千
円
と
な
り
ま
し

た
。

■
土
木
費
で
は
、
１
月
ま
で
の
町

道
除
排
雪
委
託
経
費
の
実
績
が

１
億
５
千
万
円
を
超
え
て
お
り
、
２

月
の
降
雪
実
態
や
今
後
の
降
雪
予
測

に
鑑
み
、
町
道
除
排
雪
に
要
す
る
経

費
等
の
所
要
額
を
措
置
し
ま
し
た
。

■
町
内
の
農
業
者
等
が
経
営
規
模
拡
大

や
農
作
業
効
率
化
を
図
る
た
め
に

行
う
農
作
業
機
械
の
整
備
に
つ
い

て
、
県
の
補
助
採
択
が
内
定
し
た
こ

と
か
ら
、
担
い
手
の
確
保
・
育
成
、

経
営
強
化
の
た
め
、
こ
の
整
備
に
対

し
支
援
す
る
こ
と
と
し
、
必
要
な
経

費
を
措
置
し
ま
し
た
。
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平成28年度　みどり環境交付金事業

「白い森おぐに」森林理解と体験活動の取り組みについて
　町では、山形県みどり環境税を活用して、
森林や農林業への理解、自然環境保全の意識
の醸成を図ることなどを目的としたさまざま
な事業を展開しています。ここでは、今年度
の取り組み内容を紹介します。

白い森づくり体験事業

環境教育推進事業

森から拓く時代の生業づくり事業

高収入品目植樹植栽事業

環境対策事業

森林セラピー推進事業

【植林・森林体験教室】
　町内小学生の親子を対象に、植林体験のほか、
森林インストラクター指導のもと、「飛ぶ種のクラ
フト」制作をし、森林体
験学習を行いました。
　植林の必要性を学ぶと
ともに天然林とのふれ合
いを通して森林に関心を
持ち、理解を深めること
につながりました。

【自然環境観察】
　町内の児童生徒と保護者を対象に、森林散策
の中で身近な生物や危険な生物について学んだ
ほか、川に生息する生物などを観察する自然観
察会を行いました。

【地域学講座】
　吉田岳氏（大石沢）の指導のもと、健康の森
を歩きながら山菜やヤマツツジの花などの収穫
を行いました。町の森林の現状や自然環境を知
る機会につながりました。

【林業機械操作技術研修】
　町内林業従事者がより安全に作業を行えるよ
う、町民を対象に刈払機やチェーンソーに関す
る安全衛生教育研修を行いました。

【広葉樹植樹】
　短期間で所得の得られるクロモジ、キハダに
着目し、森林経営を促進させるため町民参加の
植栽事業を展開しました。

　森林資源を利用した生
ごみのたい肥化を行い、
環境にやさしく自然の活
力を活かした作物の生産
につなげる仕組みづくり
に取り組んでいます。で
きた野菜は、町内の保育
園に給食の食材として提
供しました。

　森林セラピー基地「ブ
ナの森温身平」の機能と
景観を保ち、訪れる方々
が快適に森林セラピーを
楽しめるよう、下草の刈
り払いなどを行いまし
た。

植林体験

飛ぶ種のクラフト制作

いちにち昆虫博士 森の学校

刈払機研修会 チェーンソー研修会

クロモジ植栽 キハダ植栽

作ったたい肥で野菜を生産

セラピーロードの整備 ■問合先　産業振興課森林振興担当（☎62－2408）へ
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　3・4 月は窓口が混み合うため、お時間に余裕を持ってお越しください。大変ご迷惑をおかけいたし
ますが、皆さまのご理解とご協力をお願いいたします。

住所変更手続きにはマイナンバーカード・通知カードが必要です
　住所手続きに来庁されるかたは、マイナンバーカードまたは通知カードを必ずご持参ください。

■問合先　町民税務課住民窓口担当（☎62－2260）へ

■転出届（町外に引っ越すかた）
○マイナンバーカードをお持ちのかたは、転入
届の特例（転出証明書がいらない転入）が
受けられます。転出届と一緒にマイナンバー
カードを窓口まで提出してください。

○マイナンバーカードをお持ちでないかたは、
小国町での手続きはありませんが、通知カー
ド表面の住所変更手続きが必要になります。
引っ越し先の市町村に転入届を提出する際、
引っ越すかた全員分の通知カードをご持参く
ださい。

■転居届（町内で引っ越すかた）
○マイナンバーカードをお持ちのかたは、カー
ド表面と IC チップ内の住所変更手続きが必
要になります。引っ越すかた全員分のマイナ
ンバーカードをご持参ください。

○マイナンバーカードをお持ちでないかたは、

通知カード表面の住所変更手続きが必要にな
ります。引っ越すかた全員分の通知カードを
ご持参ください。

■転入届（小国町に引っ越してくるかた）
○転入届の特例を受けているかたは、手続きの
際必ずマイナンバーカードをお持ちくださ
い。カードをお持ちいただけない場合、転入
手続きが行えません。転出証明書をお持ちの
かたもマイナンバーカード表面と IC チップ
内の住所変更が必要になりますので、引っ越
すかた全員分のカードをご持参ください。IC
チップ内の住所変更手続きでは、カード交付
時に設定した暗証番号が必要となります。

○マイナンバーカードをお持ちでないかたは、
通知カード表面の住所変更手続きが必要にな
ります。引っ越すかた全員分のカードをご持
参ください。

農業委員会制度が変わります
　平成28年４月１日より「農業委員会法」が改正され、「農地等の利用の最適化の推進」が農業
委員会の必須業務として位置付けられ、農業委員に加え「農地利用最適化推進委員」が新設さ
れました。小国町では平成29年７月19日任期満了後に新制度に移行します。

■農業委員と農地利用最適化推進委員（推進委員）の役割
　　担い手への農地利用の集積・集約化、遊休農地の発生防止・解消、新規参入の促進のため、人・農

地プランなど地域の農業者等の話し合いを推進するほか、農地パトロール、利用状況調査等を行いま
す。農業委員と推進委員は密接に連携し、分担・協力して農業委員会の事務を行います。役割の違い
としては、以下のとおりです。

　《農業委員》総会等において農地法に関する許認可の審査・決定を行う。
　《推進委員》担当地区において活動を行う。要請があれば総会等に出席し意見を述べる。
■農業委員の選出方法が変わります
　《農業委員》公職選挙法に基づくものから、推薦と公募により議会の同意を得て町長の任命制に変わります。
　《推進委員》推薦と公募により農業委員会が委嘱します。
■農業委員と推進委員の定数
　《農業委員…７人》認定農業者（過半）、女性、青年、農業分野以外の中立委員を含める
　《推進委員…５人》本庁東南部、本庁北東部、南部、北部、東部（人・農地プラン）地域より各１人
■ 公募について　平成29年３月21日㈫から募集開始を予定しています。推薦または応募に関する詳し
い内容については、小国町農業委員会へお問い合わせください。

■問合先　小国町農業委員会（産業振興課農地調整担当）（☎62－2408）へ

広報おぐに　2017.3

8



地域資源活用域学連携事業
　地域資源活用域学連携事業が、２月７日から13
日までの期間、町内各所で実施され、早稲田大学
などの学生13人が本町を訪れました。これは、大
学と地域が連携し、地域資源の発掘や活用の手法
を探り、地域のさらなる活性化を目指して実施し
ているものです。
　山・川・つる細工・食農のテーマに分かれ、そ
れぞれの分野のパンフレット制作や農産品のパッ
ケージとマーケティングの提案をしたほか、雪掘
り体験やウサギ狩り体験等を通じて地域の方々と
交流しました。最終日には活動発表会が行われ、
１年を通してのテーマごとの成果や今後進めてい
きたい方向性などが提案され、「地域の役に立ちた
い」という想いがあふれる発表会となりました。

灯油購入費の助成について

　１月の隣組回覧でご案内しております
が、町では灯油購入費の助成の受付を行っ
ております。
　 申 請 期 限 は 平 成29年 ３ 月31日 ま で と
なっておりますので、お済みでないかたは
お早めに申請を行ってください。
　平成28年度の町民税非課税世帯が対象と
なりますが、詳しくは健康福祉課までお問
い合わせください。

■助成額
　上限5,000円（１世帯あたり）
■申請場所
　小国町健康管理センター
■持参するもの
　①申請者本人の印鑑
　②灯油を購入したことを確認できる書類
　③助成金の振込口座を確認できるもの
■問合先
　健康福祉課（☎61－1000）へ

白い森の国 “ ふるさとおぐに ”
フォトコンテスト審査結果

　白い森の国 “ ふるさとおぐに ” フォトコンテスト審査会が、平成29年２月21日に行われました。
応募総数173点（一般の部145点、町民の部28点）の中から、厳正な審査の結果、次の通り各賞が
決定しました。

一　般　の　部 町　民　の　部

最優秀賞
優 秀 賞

入 選

佳 作

優秀賞（一般）
「わたぼうし」　渡部寿郎さん（叶水）
「白布大地」　　竹田正志さん（北）

「きらめきの森」
「秋色に染まる」
「黄金の田園風景」
「秋のかじか滝」
「秋の宴」
「白い森の夜明け」
「朝日をあびて」
「春の里山」
「回顧の道」
「初雪の古道」
「我市野々に在り」
「緑の映える頃」
「早春の輝き」
「移ろう季節」
「静寂」
「春の使者」

鈴木清子 さん
徳江　昇 さん
竹内祐人 さん
安彦元玄 さん
前田典子 さん
山岡佳久 さん
山口愛子 さん
髙橋昭和 さん
本間静子 さん
斎藤　徹 さん
板垣　俊 さん
志藤長雄 さん
本間信義 さん
鈴木明吉 さん
古賀泰生 さん
会田彦夫 さん

　今年度もたくさんのご応募ありが
とうございました。
　入賞作品については、観光ＰＲの
ため、小国町及び小国町が使用を認
めた団体等が行う広報活動に使用さ
せていただきます。
　また、鈴木一雄審査委員長の講評
と合わせて町のホームページで公開
しています。
■問合先
　産業振興課商工観光室
　（☎62－2416）へ

（茨城県つくば市）
（ 福 島 県 国 見 町 ）
（ 小 国 町 幸 町 ）
（ 小 国 町 叶 水 ）
（神奈川県横浜市）
（東京都江戸川区）
（新潟県新発田市）
（ 山 形 県 東 根 市 ）
（ 埼 玉 県 所 沢 市 ）
（ 山 形 県 飯 豊 町 ）
（新潟県新発田市）
（ 山 形 県 山 形 市 ）
（ 小 国 町 小 玉 川 ）
（ 山 形 県 南 陽 市 ）
（神奈川県藤沢市）
（ 山 形 県 山 形 市 ）

広報おぐに　2017.3
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～安全で安心なまちづくりのために～
防災行政通信システムがまもなく完成します

４月から町内全域で本格運用を開始します

　小国町では、大雨や台風、大規模地震等の災害時における緊急情報や行政情報を町民の皆様
に迅速かつ正確に伝えるため、３月末を工期として防災行政通信システムの整備を進めていま
す。このシステムは、広大な町土を有する本町の地理的環境や気象条件などに対応できるよう
に、屋外拡声子局（スピーカー）と防災ラジオ（戸別受信器）を一体的に運用する複合システ
ムとなっています。
　屋外拡声子局は、町中心部や町指定の避難所など町内13カ所に設置をしています。また、
防災ラジオについては、２月20日㈪から町内各家庭及び町内全事業所に１台ずつ配布をして
います。なお、防災ラジオは無償配布をしていますので、詐欺などにはご注意ください。

家庭用ラジオとの違いは？
　各家庭・事業所に配布をしている「防災ラジオ」
は、平常時は家庭用のラジオとして使用できま
す。
　災害等が発生し、小国町が情報を発信した場
合には、強制的に電源が入り、災害などに関す
る情報が流れます。
　また本格運用後は、７時・12時・19時に音楽
や行政情報などを発信します。
※電源確保が条件となりますので、電源コード
をコンセントにつなぐとともに、停電も想定さ
れますので乾電池をセットしてください。

防災ラジオの維持管理等は？
　防災ラジオは、町からの貸与品として１台ごと
配布先を管理しています。他の人への譲渡、貸付
または担保に供することはしないでください。
　維持管理（電池・電気代）に係る費用について
は各自で負担をお願いします。
　世帯員全員で町外へ転出する場合は、町民税務
課窓口に返却をお願いします。また、転居などに
より１世帯に防災ラジオが２台以上貸与された場
合、返却をお願いします。
　防災情報の受信状況は建物などの状況により異
なります。できるだけ窓際に配置してください。

３月から試験運用を開始します
　システムの正常動作確認等の点検を行うため、３月から試験運
用を開始します。
　午前12時（正午）に防災ラジオと屋外スピーカーから約20秒
間の音楽が流れます。
　また、ラジオを視聴している場合でも、試験放送が優先して流
れます。屋外スピーカーは、天候や風向きによって、放送が聞こ
えにくい場合があります。

■問合先
～防災行政通信システム全般について～町民税務課町民生活担当（☎62－2260）へ
～防災ラジオの使用方法について～防災ラジオコールセンター（☎0120－388－280）へ

■操作方法等の説明会を開催します■
　今回配布した「防災ラジオ」の操作方法等に関する説明会を下記の日程で開催いたします。ご不
明な点があるかたは、ご参加ください。

日　時 場　所 対　象
３月14日㈫ 18：30～ 旧北部小中学校 北部地区のかた
３月15日㈬ 18：30～ 旧沖庭小学校 沖庭地区のかた
３月21日㈫ 18：30～ 旧玉川小中学校 南部地区のかた
３月22日㈬ 18：30～ 水源の郷交流館 東部地区のかた
３月23日㈭ 18：30～ 旧白沼小中学校 白沼地区のかた
３月24日㈮ 18：30～ おぐに開発総合センター 上記地区以外のかた
３月24日㈮ 13：30～ おぐに開発総合センター 町内事業所のかた

※防災ラジオがまだ届いていないご家庭がありましたら、役場までご連絡ください。



防犯灯を寄贈いただきました

　東北電力㈱長井営業所（五十嵐順子所長）
と㈱ユアテック米沢営業所（村岡学所長）
から、LED防犯灯６基と取付工事一式が寄
贈されました。
　これは、両社が社会貢献活動の一環とし
て、東北電力㈱が灯具を寄贈し、㈱ユアテッ
クが取り付け工事を行っています。
　寄贈いただいた防犯灯は、町防犯協会と
連携しながら設置個所を選定し、町内の暗
がり解消のため活用していくこととしてい
ます。

　小国町地域起業セミナーを
　　　　　　　　　　開催しました
　小国町地域起業セミナーが、２月７日、アスモを会場に
開催され、約20人のかたが参加しました。セミナーでは、
中小企業や個人事業を対象にマーケティング支援を展開す
るマーケティング・プロ代表の高橋由紀子氏と山形県よろ
ず支援拠点シニアコーディネーターの大串康喜氏を講師に
招き講演が行われました。
　高橋氏は、「商品企画の際、使用場面やターゲットにより
見た目も価格も異なるため、商品の価値を作る側が理解す
る必要がある」と話されました。また、大串氏は、「いい商
品を開発しても安定供給されなければ事業として成り立た
ないため、安定供給が重
要である」と話されまし
た。県や町では、起業を
考えているかたへの支援
制度を設けていますので、
ご相談があるかたは産業
振興課商工観光室までぜ
ひご相談ください。
■産業振興課商工観光室
　（☎62－2416）

沖庭地区小さな拠点研修会 　小野寺泰さんを招いて
小国町スポーツ講演会を開催

　１月28日、おぐに開発総合
センターで小国町体育協会表
彰式並びに小国町スポーツ講
演会が開催され、約150人の
方々が参加しました。
　表彰式では、昨年各種ス
ポーツ分野で活躍した選手や
指導者67人が表彰されたほ
か、長年体育振興等に貢献の
あった２人のかたへ感謝状が贈呈されました。
　講演会では、本町出身で平成元年のはまなす国
体柔道競技成年男子で優勝経験のある、学校法人
羽黒学園羽黒高等学校教頭で柔道部顧問の小野寺
泰氏を講師に招き、「スポーツから得たもの」と
題し講演をいただきました。小野寺氏は、中学・
高校・大学でスポーツを通して様々な人との出会
いがあり、そうした経験から学んだことについて
笑いを交えながら話し、「人との出会いを大切に
してほしい」と会場に集まった方々へメッセージ
を送りました。

　１月31日、沖庭地区小さな拠点研修会が
旧沖庭小学校で開催され、沖庭地区の住民約
20人が参加しました。研修会では、川西町
の吉島地区で地域づくり活動を展開してい
るNPO法人きらりよしじまネットワーク事
務局長の髙橋由和氏を講師に招き、地域づく
りの必要性や活動などについて学んだあと、
テーブルごとに分かれワークショップが行
われました。自分の住む地域に点数をつけ、
なぜ100点でないのか、その課題を解決する
ためにはどのようなことを地域でしていき
たいかなど、それぞれが意見を出し合いなが
ら地域活性化のヒントを学びました。

広報おぐに　2017.3
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～小国町役場ラウンジ＆白い森木工館を活性化する家具デザイン～
学生目線の活性化アイディアを提案

～全日本スノーボード選手権大会出場決定～
小学生 3人が全国大会に

　２月４日、小国山岳会とNPO法人ここ掘れ和ん
話ん探検隊が共催する横根でべそ山トレッキング
が開催され、県内外から約60人のかたが参加し
ました。小雨が舞う中、参加者は列になり、先頭
のかたが深雪をかきわけて進みました。約２時間
30分をかけて山頂に到着し、雪で作ったテーブ
ルとイスで昼食を楽
しみました。
　山頂では参加者を
待ち構えていたかの
よ う に 青 空 と な り、
陽差しのなか、持ち
寄った昼食をおすそ
分けして全員で登山
を満喫していました。
　帰りは町の全景を
見ながら尻滑りや会
話をしながら、参加
者同士の親睦を深め
ていました。

　２月12日、福島県の南郷スキー場で行われた第
35回全日本スノーボード選手権大会関東・東北大会
ハーフパイプユースの部において、小国小学校３年
の舟山京（ちか）さん（越中里・写真中央）、同校
５年の遠藤倭杜（やまと）さん（大宮・同右）が男
子の部で東北で１位２位になり、同校５年の舟山聖

（ひじり）さん（越中里・同左）が女子の部で東北
１位となり全国大会への切符を勝ち取りました。
　３人は、３月14日、岐阜県の高鷲スノーパークで
開催される第35回全日本スノーボード選手権大会に
出場します。小国町から出場する３選手の全国大会
での活躍が大いに期待されます。

～横根でべそ山トレッキング～
小国の景色を堪能

　東北芸術工科大学プロダクトデザイン学科（藤田寿人准教授）の
２年生の学生による、役場ラウンジと白い森木工館を活性化する家
具デザイン発表会が、２月４日、白い森交流センターりふれで行わ
れ、約30人が参加しました。これは、同学科の演習の一環として「パ
ブリックファーニチャー」というテーマのもと、昨年９月から本町
を訪れながら、役場ロビーと木工館を題材に、各施設の良い点や改
良点を探るとともに、小国らしさ溢れるデザインとはどのようなも
のかといった検討・企画が提案されました。演習では、オフィス家
具などを手掛ける㈱岡村製作所のデザイナーや小国町民有志の方々
からアドバイスを受けながら進められました。
　発表会では、役場ロビーの四季ごとのスペース利用法の提案や、
ナメコ型のソファやブナの芽生えをイメージしたテーブルなど、小
国らしさが詰まった家具が紹介されました。また、木工館の充実し
た加工機材を有効活用するため、自らのアトリエや工房を持たない
若手デザイナーと連携した取り組みや親子向けのワークショップ開
催など、施設活性化策が提案されました。
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～おぐに保育園豆まき会～
あっぢに、いげぇ～

　日ごとにほのかな春の移ろいを感じ、高く積もっ
た雪が次第に沈み始めるころ、雪の下ではじわじわ
と山菜が雪どけ水を吸いあげて、春の日差しのもと
勢いよく吹きでる瞬間を待っていることでしょう。
　２月は、首都圏の大学生と共に、北部の山中での

「うさぎ追い」や既存商品のリ・デザイン「買いた
くなる商品企画」を行ない、まだまだ知らないこと
がたくさんあると痛感しました。小国町で地域おこ
し協力隊の活動を始めてから、１年余り。上手くいっ
た事も、思い通りに進まなかった事も、様々経験さ
せて頂きました。
　３月６日にはアスモ３階で、９日にはりふれにて、
一年間の活動成果と来年度の意気込みなどを町民の
皆様に向けて発表する機会を予定しております。皆
さま足をお運び頂ければ幸いです。もう少し寒い日
が続きますので、気を抜かず過ごしていきたいと思
います。

「待ち遠しい、春。」

地域おこし協力隊　宮
みや

 﨑
ざき

 美
み

 穂
ほ

　２月３日、節分のこの日おぐに保育園では、
園児たちによる豆まきが行われました。この日
のために園児一人ひとりが作成した個性あふれ
る鬼のお面をかぶり、わくわくドキドキしなが
ら鬼の登場を待ちかまえていました。
　鬼に扮した保護者と職員が登場すると、子ど
もたちは「鬼は外、福は内」の掛け声とともに、
勢いよく豆を投げつけたり鬼が怖くて逃げ回っ
たりしていました。

　第35回つる細工講習会（町観光協会主催）が、
１月25日～27日の３日間、飯豊梅花皮荘で開催
され、町内外から42人が参加しました。
　14人が初参加で、例年参加しているかたを講
師に基礎から指導を受けていました。初めは慣れ
ない手つきでしたが、制作を進めるうちに上達し、
思い思いの作品を制作していました。参加者は、
和やかな雰囲気の中、参加者同士でアドバイスや
意見交換をしながら作業を進め、一人ひとりが充
実した時間を過ごしていました。

～第35回つる細工講習会～
思い思いの時間を満喫
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化
月
間
」

で
す
。
毎
年
、
県
の
精
神
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー
で
は
、
こ
こ
ろ
の
健

康
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

☎
０
５
７
０
‐
０
６
４
‐
５
５
６

　

３
月
１
日
㈬
～
３
月
７
日
㈫

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

■
そ
の
他　

右
記
の
期
間
以
外

は
、（
☎
０
２
３
‐
６
３
１
‐

７
０
６
０
）午
前
９
時
～
正
午
、

午
後
１
時
～
午
後
５
時
、
㈪
～

㈮
（
祝
祭
日
・
年
末
年
始
除
く
）

で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

■
募
集
種
目

　

予
備
自
衛
官
補
（
一
般
公
募
）

■
応
募
資
格

《
あ
け
ぼ
の
高
齢
者
団
地
》

　

１
Ｌ
Ｄ
Ｋ　

１
戸
（
１
階
）

■
家
賃　

所
得
と
家
族
構
成
に
よ
る

■
対
象

▽
世
帯
所
得
が
月
額
21
万
４
千
円
以

下
で
住
宅
に
困
っ
て
い
る
か
た

▽
60
歳
以
上
の
か
た
で
自
立
し
た

生
活
を
お
く
る
こ
と
が
で
き
同

居
の
場
合
は
同
居
す
る
か
た
が

配
偶
者
ま
た
は
60
歳
以
上
の
親

族
で
あ
る
こ
と
。

《
小
坂
町
勤
労
者
住
宅
》

　

２
Ｄ
Ｋ　

２
戸
（
１
、２
階
）

　

２
Ｋ　
　

１
戸
（
３
階
）

■
家
賃　

３
８
０
０
０
円（
２
Ｄ
Ｋ
）

　
　
　
　

３
３
０
０
０
円（
２
Ｋ
）

■
対
象　
町
内
事
業
所
に
お
勤
め
の
か
た

■
敷
金　

家
賃
の
３
カ
月
分

■
募
集
期
限　

３
月
10
日
㈮

介
護
老
人
保
健
施
設
温
身
の
郷

介
護
員
募
集

■
職
種
・
人
数　

介
護
員
１
人

■
雇
用
期
間　

採
用
日
か
ら
平
成

29
年
３
月
31
日
（
継
続
可
）

■
業
務
内
容　

介
護
老
人
保
健
施

設
に
お
け
る
介
護
業
務

■
勤
務
形
態　

交
代
勤
務
あ
り（
日

勤
・
早
番
・
遅
番
・
夜
勤
）

■
雇
用
条
件　

性
別
・
学
歴
・
年
齢
・

資
格
不
問
（
た
だ
し
、
資
格
を

有
し
て
い
れ
ば
優
遇
）

■
賃
金　

時
給
７
５
０
～
８
５
０
円

■
試
験
内
容　

面
接
の
み

■
応
募
方
法　

介
護
老
人
保
健
施

設
に
お
電
話
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

■
応
募
申
込
・
問
合
先

　

介
護
老
人
保
健
施
設
温
身
の
郷

（
☎
61
‐
１
２
０
０
）
へ

山
形
大
学
医
学
部
附
属
病
院

肝
疾
患
相
談
室
の
ご
案
内

　

山
形
大
学
医
学
部
附
属
病
院
で

は
、
肝
疾
患
に
関
す
る
相
談
、
医

療
情
報
の
提
供
、
専
門
医
療
機
関

の
紹
介
な
ど
を
無
料
で
行
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
相
談
内
容
に
応
じ

て
医
師
面
談
（
予
約
制
）
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

■
電
話
相
談
受
付　

毎
週
月
・
木

曜
日
（
祝
日
除
く
）
13
時
～
16
時

　

☎
０
２
３
‐
６
２
８
‐
５
８
８
１

■
医
師
面
談　

毎
週
月
曜
日
９
時

～
12
時
（
予
約
制
）

　

18
歳
以
上
34
歳
未
満
の
か
た

■
受
付
期
間　

４
月
７
日
㈮
ま
で

■
試
験
日　

４
月
14
日
㈮
～
18
日

㈫
（
う
ち
１
日
を
指
定
さ
れ
ま

す
。）

※
一
般
の
社
会
人
や
学
生
と
い
っ

た
自
衛
官
未
経
験
者
を
「
予
備

自
衛
官
補
」
と
し
て
公
募
・
採

用
す
る
制
度
で
す
。

■
問
合
先

　

自
衛
隊
米
沢
地
域
事
務
所
（
☎

０
２
３
８
‐
23
‐
０
０
１
１
）
へ

リ
ー
（
ナ
セ
Ｂ
Ａ
内
）

■
入
場
料　

無
料

■
そ
の
他　

作
品
は
購
入
可
能

■
問
合
先　

よ
ね
ざ
わ
市
民
ギ
ャ

ラ
リ
ー
（
☎
０
２
３
８
‐
22
‐

６
４
０
０
）
へ

■
入
居
時
期　

３
月
下
旬
以
降

■
問
合
先　

地
域
整
備
課
建
設
管

理
室
（
☎
62
‐
２
４
３
１
）
へ

14

コーナー

知 ら せ



広場名称 曜日 時間

 なかよし広場 月

火

木

９：３０～１１：３０

 赤ちゃん広場 １３：００～１５：３０

 ゆきんこ広場 水・金 １３：００～１５：３０
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　右の表は２月20日現在でハローワークへ登録
された求人のうち、小国町をおもな就業先とし
ている求人情報です。既に雇用が確定している
場合もありますので、ご了承ください。
　求人情報の詳細については、ハローワーク長
井（☎84－8609）へ。
※先月号掲載分以降に新規で登録された求人を

掲載しています。
※町ホームページに求人情報を掲載しています。

今月の納税
　3 月の税金等の口座振替は、
次のとおりです。振替日の前
日まで、指定の口座に入金し
てください。
● 3 月 27 日㈪　水道料
● 3 月 31 日㈮　
　国民健康保険税・後期高齢者保
険料、介護保険料、下水道料、簡
易水道料、住宅使用料、保育料等
■問合先
　町民税務課税政管理室へ

２０１７. ３

１．各健診の日程等
　■４カ月児健診
　・期　　日　３月10日㈮
　・受付時間　13：10～13：20
　・対　　象　平成28年11月生まれ
　■１歳児健診
　・期　　日　３月10日㈮　　
　 ・受付時間　13：00～13：10
　・対　　象　平成28年３月生まれ
　■１歳６か月児健診
　・期　　日　３月３日㈮
　・受付時間　12：30～13：00
　・対　　象　平成27年７月、８月、
 ９月生まれ
２．場　所　健康管理センター
３．その他　母子健康手帳を持参く
　　　　　  ださい。
４．問合先　健康管理センターへ

３月の
保健カレンダー

＊子育て支援センターから＊

■対象者
　なかよし広場　就学前のお子さんとお家のかた
　赤ちゃん広場　18カ月までのお子さんとお家のかた
　ゆきんこ広場　就学前のお子さんとお家のかた
■その他
　申込不要です。お気軽にご参加ください。（時間までに会場

へお集まりください。）平日はいつでも子育て相談に応じて
います。

■問合先　子育て支援センター（おぐに保育園内 ☎62－2330）

■３月の広場日程　

事　業　所　名 職　　種 求人数 勤務時間
カインドネス㈲おぐに調剤薬局 医療事務 1 人 8：30 ～ 17：30 他
日本重化学工業㈱小国事業所 電子材料の製造スタッフ 10 人 8：15 ～ 17：15 他

クアーズテックマシナリ㈱
技能職（配管工） 1 人 8：20 ～ 17：10
技能職（電気工） 2 人 8：20 ～ 17：10

おぐに白い森㈱

施設管理員／オートキャンプ場 1 人 8：30 ～ 17：30
施設監理員／温水プール 1 人 9：00 ～ 18：00 他
応接員 2 人

7：00 ～ 19：00 他
調理補助員 1 人

大河内産業㈲
ダンプ・重機運転士 1 人

8：00 ～ 17：00
砂利プラント運転士 1 人

㈱コメリ　新潟地区本部 総合職・エリア社員（長井地域） 3 人 8：45 ～ 17：45 他

安部工業㈱
型枠大工 1 人

8：00 ～ 17：00現場監督員 2 人
運転手 2 人

㈱横川建設

事務員 1 人

8：00 ～ 17：00

重機オペレーター見習い 2 人
自動車整備工 1 人
作業員 2 人
現場管理（１級または２級土木施工管理技士） 1 人
営業（見習い） 1 人
配送運転手 1 人

㈲三栄自動車工業 自動車整備士 1 人 8：30 ～ 17：30
社会福祉法人　小国福祉会 看護師（常勤正規職員） 1 人 8：00 ～ 17：00 他
㈲東部開発 農作業員 2 人 8：00 ～ 17：00

㈱小国いきいき街づくり公社
販売員及び一般事務 1 人 9：00 ～ 18：00
販売員（パート） 1 人 9：00 ～ 13：00 他

社会福祉法人　白百合保育園 保育士 1 人 8：30 ～ 17：00 他

味処藤よし 調理補助及び接客係【急募】
1 人 9：00 ～ 14：00
1 人 17：00 ～ 21：00
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　　　　　　※日程が変更になる場合は、
　　　　　　　アスモ掲示板でお知らせします。



相　談

▽年金相談
■日　時　３月15日㈬
　　　　　10：30～14：00
■場　所　役場町民相談室
■対応者　米沢年金事務所職員
■申込み　事前に申込みが必要です。
■申込・問合先　町民税務課住民窓口担当へ

▽人権相談
■日　時　３月15日㈬
　　　　　10：00～12：00
■場　所　おぐに開発総合センター
■対応者　町人権擁護委員
■問合先　町民税務課住民窓口担当へ

▽消費者相談
■日　時　３月25日㈯
　　　　　10：00～12：00
■場　所　役場
■対応者　司法書士　舟山健蔵　氏
■申込み　事前に申込みが必要です。
■申込・問合先　町民税務課町民生活担当へ

◇みかづき
◇罪の声
◇王とサーカス
◇希望荘
◇蜜蜂と遠雷

休館日　毎週月曜日・祝日～新着図書～
森 　 絵 都
塩 田 武 士
米 澤 穂 信
宮 部 み ゆ き
恩 田 　 陸

奨学金の貸与を受けている若者の
本町回帰を支援します（市町村連携枠）

　町では、若者の本町回帰・定住を促進するため、山形県と
連携して、奨学金の貸与を受けている大学生等に対し、奨学
金の返還支援事業を実施いたします。
■対象者　①町内に居住し、県内の高等学校、特別支援学校高

等部、専修学校高等課程を今年度卒業見込みである者、また
は卒業した者で、②国内に所在する大学等に来年度進学予定、
または在学中で、③日本学生支援機構の第一種または第二種
奨学金の貸与を受けている、または受ける予定である者

■助成内容　大学等を卒業後、６カ月以内に町内に居住して
県内に就業し、かつ３年以上居住、就業を続けた場合に、
奨学金返還残額に対して助成します。

※上限額があるほか、このほかにも条件がありますので、応
募の際にご確認ください。

■応募期間　平成29年４月28日㈮まで
■問合・応募先　総務企画課政策企画担当（☎62－2264）へ

「看護師等職場説明会」を開催します
　看護学生、看護職の資格をお持ちのかたが各病院
のブースを自由に訪れ、求人担当者と面談し、看護
内容、院内教育や採用条件などの説明を受けること
ができます。
■日　時　４月１日㈯13：00～16：00
■場　所　山形テルサ３Fアプローズ
　　　　　（山形市双葉町１－２－３）
■内　容　各病院・訪問看護ステーションのブースでの
職場説明、介護・福祉分野の就業相談、山形方式・看
護師等生涯サポートプログラムの説明コーナー

■対　象　山形県内に就職を希望される①看護学生（最
終学年のかた）、②Uターンを希望するかた、③未就業
のかた

■参加費　無料（申込不要、直接会場にお越しください。）
■問合先　公益社団法人山形県看護協会
　　　　　（☎023－685－8033）へ

地域の文化活動を応援します
　置賜文化フォーラムでは、置賜地域の皆
さんが平成29年度に企画運営する文化イベ
ント等の事業を支援します。
■事業の例　置賜地域の文化資源の利活用、

置賜地域の複数の団体による市町の枠を
超えた広域的連携、次世代の文化を担う
人材の育成等により、置賜地域の文化振
興に資する内容を有する公演、展示、コ
ンクール、ワークショップ、交流事業等

■支援内容　補助金を交付します。
■応募締切　平成29年４月14日㈮
■募集要項
　置賜文化フォーラムホームページからダウ

ンロードできるほか、町教育委員会で配布
しています。

■申込・問合先
　置賜文化フォーラム事務局（置賜総合支庁総

務課連携支援室）（☎0238－26－6018）へ
16

●総合センター（教育委員会事務局） ☎62－2141　●健康管理センター（健康福祉課） ☎61－1000
●子育て支援センター ☎62－2330　●町民体育館 ☎62－5421　●あいべ ☎62－5808　●小玉川振興事務所 ☎64－2008　
●町立病院 ☎61－1111　●老人保健施設 ☎61－1200
●斎場夜間受付（17:00～21:00） ☎023－645－3077
●ホームページアドレス http://www.town.oguni.yamagata.jp　●癒しの園ホームページアドレス http://www.ogunibyoin.jp/



入札結果情報（平成29年１月21日～平成29年２月20日実施） 単位（円）

※入札結果情報の金額は消費税及び地方消費税を含みません。

■日　時　３月19日㈰９：00～
■対　象　高校生以上（男女各３人 ６人制）
■持ち物　室内シューズ、飲み物など
■参加費　１人500円（保険代込み）
■申込締切　３月９日㈭

あいべイベント

■申込・問合先
（☎６２ー５８０８）

３月の

入札日 工　事　名 施行場所 工期（完了） 予定価格 落札業者 落札価格
H29.1.25 平成28年度町道松岡黒沢峠線黒沢橋護岸復旧詳細河川測量業務委託 黒沢 H29.3.3 1,830,000 ㈲小国測量設計事務所 1,700,000

H29.1.25 平成28年度社会資本整備総合交付金事業町道遅越間瀬線間瀬橋橋梁補修工事 沼沢 H29.3.24 16,080,000 遠藤建設㈱ 15,500,000

H29.1.25 平成28年度社会資本整備総合交付金事業町道片貝線片貝沢橋橋梁補修工事 片貝 H29.3.24 5,243,000 玉川開発㈱ 5,200,000

H29.1.26 平成28年度小国地区農地耕作条件改善事業松岡幹線用水路整備工事 町原 H29.3.17 9,864,000 大和建設運輸㈱ 9,400,000
H29.1.26 平成28年度小国地区農地耕作条件改善事業町原排水路ゲート変更工事 町原 H29.3.17 3,696,000 斎藤建設㈱ 3,600,000

H29.2.13 平成28年度社会資本整備総合交付金事業町道舘貝少線貝少橋橋梁補修工事 若山 H29.3.24 2,747,000 ㈱アラマサ 2,700,000

H29.2.13 平成28年度社会資本整備総合交付金事業町道山崎新股線大渕橋橋梁補修工事 新股 H29.3.24 4,593,000 安部工業㈱ 4,450,000

H29.2.13 平成28年度社会資本整備総合交付金事業町道黒沢小屋湯の沢線大手倉橋橋梁補修工事 黒沢 H29.3.24 8,839,000 斎藤建設㈱ 8,750,000

H29.2.13 平成28年度町岩地区導水路落雪防止梁設置工事 町原 H29.3.24 2,899,000 ㈱船山工務店 2,700,000
H29.2.13 平成28年度歯科訪問セット購入 あけぼの H29.2.28 3,000,000 山形小木医科器械㈱ 2,500,000

映画「ふたりの桃源郷」
小国町上映会

　小国町で映画「ふたりの桃源郷」を上映し
ます。“最期まで山で、最期までふたりで”あ
る夫婦と支える家族の25年を記録した、ド
キュメンタリー映画です。
■期　日　３月26日㈰
■時　間　各会場30分前開場
　会場①10：00～　旧小玉川小中学校
　会場②15：00～　おぐに開発総合センター
■料　金　一般1,200円（前売り1,000円）、小・

中・高1,000円（前売り800円）、未就学児は、
親１人につき１人まで無料。２人目からは有
料（小・中・高料金）

■その他　会場②のみ、別室で絵本の読み聞か
せ託児サービスがあります。（要予約）

■問合先　小国で映画「ふたりの桃源郷」を上
映しよう実行委員会事務局　大沼洋美

　☎：080－5571－0909
　E－mail：hiromi.onuma@gmail.com

置賜保健所の移転のお知らせ
　保健所では、医療、食品、動物愛護、各種免許
の申請や子育て、難病、こころの健康、感染症予
防などの相談をお受けしています。
　４月１日より下記に移転することとなりました。
それにより、様々なサービスがワンストップで対
応可能となります。ただし、検便等の検査を行う
検査室は、従来通り現在の保健所庁舎となります。
■移転先　置賜総合支庁本庁舎１・２階
■電　話　0238－26－6000（４月１日～）
　　　　　※各担当直通番号は変更ありません。
■問合先（～３月31日）
　置賜保健所保健企画課（☎0238－22－3000）へ

くりえいと工房
再生品提供のお知らせ

　千代田クリーンセンターくりえいと工房では、粗
大ごみとして搬入された自転車や家具を修理再生
し、展示及び提供を行っています。
■提供品　自転車10台　家具類５点（１回毎予定数）
■応募方法　工房に備え付けの申込用紙により応募
してください。抽選により当選者を抽選します。
■時　間　午前９時から午後４時まで
■料　金　無料

展示期間 公開抽選
※午前10時 引取期限

第 1 回 ４月５日㈬
～５月６日㈯ ５月９日㈫ ５月27日㈯

第 2 回 ６月７日㈬
～７月１日㈯ ７月４日㈫ ７月29日㈯

第 3 回 ８月２日㈬
～９月２日㈯ ９月５日㈫ ９月30日㈯

第 4 回 10月11日㈬
～12月２日㈯ 12月５日㈫ 12月23日㈯

■問合先　千代田クリーンセンター施設第２係
　　　　　高畠町大字夏茂2933番地
　　　　　（☎0238－57－4004）
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●小国町役場 ☎62－2111㈹ fax62－5464
●行政管理室 ☎62－2112　
●国 保 医 療 担 当 ☎62－2261　
●農林振興室 ☎62－2408　　
●建設管理室 ☎62－2431　

●企画財政室 ☎62－2264
●税政管理室 ☎62－2403　
●商工観光室 ☎62－2416　
●建設技術室 ☎62－2432

●住民窓口担当・町民生活担当  ☎62－2260
●会 計 室  ☎62－2406
●議会事務局  ☎62－2448
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綱木箱口

樋 ノ 沢

太 鼓 沢

伊 佐 領

古 田

兵 庫 舘

沼 沢

北

秀 市

ヒロノ

貞 次

和 義

市太郎

キクエ
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豊 一

六 郎

（52）

（94）

（82）

（69）

（84）

（105）

（82）

（85）

（87）

戸籍のまど戸籍のまど

誕生おめでとうございます。

結婚おめでとうございます。

おくやみ申し上げます。

人口のうごき（平成29年１月31日現在）

人口　男・・・3,934 人 （－   7）
　　　女・・・4,051 人 （－   8） 
　　　計・・・7,985 人 （－ 15） 
世帯数　　    3,103 世帯 （－   1） 

岩 井 沢 仁
ひ と み

美廣 谷

編集後記

和 之
真 由 美（

（  １ 月 届 出 分 ）

※この欄に掲載を希望しないかたは、届出の際に
お申し出ください。

僕たち、私たちのスポーツ少年団

『沖庭スポーツ少年団』

シリーズ⑪

　沖庭スポーツ少年団は、小学生７人、中学生５人
の合計12人で活動しており、保護者の方々と一緒に
フットサルやスキーなど様々なスポーツに取り組ん
でいます。個人競技のスキー大会などにも出場し、
天元台カップで優勝するなどの成績を収めていま
す。
　代表指導者の髙橋健さん（小渡）は、「沖庭スポー
ツ少年団は楽しくをモットーに活動しています。保
護者同士も仲が良く、子どもたちを地域ぐるみで育
てています。活動を通して子どもたちには自分から
何事にも進んで取り組める自立した子どもになって
もらいたいです。また、上級生が下級生の面倒を見
るなど、代々受け継がれてきた姿が自然になり大変
感心しています」と話してくださいました。
　中学生の齋藤詩音さん（尻無沢）は、「沖庭スポ
少は、小学生から中学生まで全員が元気で明るく
チームワークがいいです。沖庭スポ少での活動を通
して、沖庭の人とのつながりを大事にして、相手を
思いやれるようになりたいです。」と話してくれま
した。

募集団員　小学校１年生～中学生
活動内容　夏：フットサル等　冬：スキー
活動日時　月２回隔週金曜日　19：00 ～ 21：00
　　　　　（冬期は週１～ 2 回）
活動場所　旧沖庭小学校体育館他
問  合  先　代表指導者　髙橋　健（62 － 3660）

小 国 町
東 原

憲 治
友 香 里（ 仁 科

金 沢
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